
豊

原
（
①
五
　
②
五
　
③
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
、
ナ
ホ
ト

カ
、
セ
ミ
ヨ
ノ
フ
カ
、
イ
マ
ン
、
ム
リ
ー
　
④
大

泊
）

大

泊
（
①
九
　
②
七
・
五
　
③
北
樺
太
、
ナ
ホ
ト
カ
、
ム

リ
ー
、
モ
ス
ク
ワ
　
④
半
田
、
大
泊
）

上
敷
香
（
①
一
　
②
一
　
③
セ
ミ
ョ
ノ
フ
カ
　
④
大
泊
）

幌

莚
（
①
一
〇
　
②
八
・
五
　
③
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
、

ナ
ホ
ト
カ
、
ウ
ラ
ジ
オ
、
ム
リ
ー
　
④
大
泊
）

占

守
（
①
一
六
　
②
一
四
　
③
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
ウ
オ
ロ

シ
ロ
フ
、
マ
ガ
ダ
ン
、
ネ
ム
リ
ー
、
ス
ー
チ
ヤ
ン
、

ア
ル
チ
ョ
ム
　
④
占
守
、
大
泊
）

松

輪
（
①
三
　
②
二
・
八
　
③
ム
リ
ー
　
④
大
泊
）

得

撫
（
①
六
　
②
五
　
③
ム
リ
ー
　
④
大
泊
）

色

丹
（
①
八
　
②
六
　
③
ム
リ
ー
　
④
大
泊
）

択

捉
（
①
一
三
　
②
一
一
　
③
ム
リ
ー
、
ウ
ラ
ジ
オ
　
④

大
泊
）

合

計
　
七
一
大
隊
　
六
〇
・
八
千
名

こ
の
ほ
か
憲
兵
・
警
察
・
技
術
・
衛
生
関
係
者
等
で
作
業
大

隊
に
編
入
さ
れ
な
い
で
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
（
一
部
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
）
に
送
ら
れ
た
者
が
約
五
〇
〇
名
、
受
刑
後
本
土
へ
移

送
さ
れ
た
者
等
で
作
業
大
隊
と
は
別
個
に
入
ソ
し
た
者
が
約

六
、
〇
〇
〇
名
あ
る
。

気
象
隊
と
い
う
部
隊
　 愛

知
県
　
森
由
治
　 

〔
は
じ
め
に
〕

私
の
所
属
し
た
部
隊
は
気
象
隊
と
い
う
特
殊
な
部
隊
で
あ

り
、
沖
縄
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ル
マ
等
で
数

多
く
の
戦
死
者
を
出
し
て
は
い
る
が
、
歩
兵
部
隊
の
よ
う
な
地

上
戦
闘
に
よ
る
、
直
接
犠
牲
者
を
目
前
に
し
て
の
労
苦
で
は
な

い
。
気
象
隊
は
後
方
勤
務
と
見
ら
れ
、
直
接
戦
闘
に
は
タ
ッ
チ

し
な
い
の
が
建
前
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
々
に

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
気
象
隊
の
実
態
を
書
き
残
す
こ

と
も
、
必
要
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

一
、
豊
川
海
軍
工
■
と
職
業
安
定
所

家
が
貧
し
く
子
だ
く
さ
ん
の
た
め
伯
父
の
家
で
育
て
ら
れ
、



昭
和
十
五
年
旧
制
中
学
校
を
卒
業
し
た
私
は
、

伯
父
の
家
業（
芸

技
置
屋
）
を
継
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
開
■
間
も
無
い
地

元
の
豊
川
海
軍
工
■
に
入
■
し
た
。
工
■
で
の
仕
事
は
、
工
事

費
の
単
価
計
算
の
基
礎
デ
ー
タ
を
作
る
機
銃
工
事
費
記
録
員

で
、
独
特
の
算
用
数
字
の
書
き
方
を
教
わ
っ
た
。
ま
だ
出
来
た

ば
か
り
の
こ
と
で
、
工
■
の
沿
革
史
の
資
料
と
し
て
「
本
野
が

原
」
の
歴
史
的
資
料
集
め
等
も
手
掛
け
た
。
少
年
工
も
た
く
さ

ん
い
て
、
宿
舎
か
ら
引
率
さ
れ
て
実
習
に
来
て
い
た
。
工
■
も

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
大
き
く
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

伯
父
も
死
に
、
豊
川
に
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
も
無

く
な
っ
た
矢
先
、
徴
用
制
に
よ
り
転
職
は
出
来
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
を
聞
い
た
。
当
時
は
「
青
雲
の
志
」
に
燃
え
、
芸
技
置

屋
の
主
人
に
納
ま
る
こ
と
な
ど
快
し
と
し
な
か
っ
た
。
陸
軍
士

官
学
校
を
受
験
す
る
た
め
に
は
こ
の
ま
ま
此
処
に
勤
め
て
い
て

は
合
格
の
見
込
が
な
い
か
ら
と
、
理
屈
を
言
っ
て
工
■
を
や
め

さ
せ
て
貰
い
、
名
古
屋
に
出
た
。

し
か
し
、
働
か
な
い
こ
と
に
は
生
活
出
来
な
い
の
で
職
業
安

定
所
に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
取
り
敢
え
ず
此
処
で
働
い
た
ら
ど

う
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
臨
時
職
員
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

安
定
所
の
仕
事
は
今
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
多
分
「
国
民
徴

用
令
」
に
よ
る
「
出
頭
要
求
書
」
の
発
送
準
備
で
、
国
家
が
重

要
と
認
め
る
産
業
や
軍
に
強
制
的
に
就
か
せ
る
た
め
に
出
来
た

手
帳
だ
と
思
わ
れ
る
「
労
働
者
手
帳
」（
職
業
能
力
申
告
手
帳
）

の
記
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
扱
っ
た
手
帳
は
鳶
職
の
人
達
の
も

の
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
け
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
何
時
ま
で

も
臨
時
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
県
庁
へ
面
接
に
行
っ
た
が
、
腰

掛
け
的
な
勤
務
で
は
困
る
と
言
わ
れ
、
此
処
に
も
長
く
は
い
ら

れ
な
い
、
と
考
え
て
い
た
時
に
、
気
象
技
術
要
員
の
ポ
ス
タ
ー

が
目
に
付
い
た
。
魅
力
は
食
う
心
配
を
し
な
く
て
も
良
い
こ
と

と
、
成
績
が
良
け
れ
ば
中
央
気
象
台
所
属
の
測
候
技
術
官
養
成

所
（
旧
制
専
門
学
校
）
に
陸
軍
委
託
学
生
と
し
て
官
費
入
学
出

来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
早
速
応
募
し
、
再
び
軍
属
と
し

て
「
陸
軍
気
象
部
」
に
入
部
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
、
気
象
技
術
要
員

昭
和
十
六
年
三
月
、
第
八
期
「
陸
軍
気
象
技
術
要
員
」
と
し

て
、
陸
軍
気
象
部
の
門
を
く
ぐ
り
、
い
よ
い
よ
腰
掛
け
で
は
な

く
、

気
象
技
術
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。



軍
属
と
な
っ
た
私
達
は
気
象
部
の
斡
旋
す
る
下
宿
か
ら
毎
朝
通

勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
生
服
の
ボ
タ
ン
を
指
定
の
も
の
と

取
り
替
え
、
帽
子
に
技
要
の
記
章
を
着
け
て
、
挙
手
の
敬
礼
を

し
て
衛
兵
所
を
通
る
わ
け
で
あ
る
。
中
学
四
年
か
ら
応
募
し
た

者
は
満
十
五
～
六
歳
で
あ
っ
た
。

約
一
五
〇
名
の
教
育
が
始
ま
っ
た
。
身
分
は
筆
生
、
日
給
一

円
二
十
銭
。
ガ
リ
版
刷
り
の
気
象
教
程
を
渡
さ
れ
気
象
学
の
入

門
か
ら
、
気
象
観
測
、
統
計
、
天
気
図
記
入
の
実
習
と
モ
ー
ル

ス
記
号
の
暗
記
等
々
ビ
ッ
シ
リ
つ
ま
っ
た
日
課
が
消
化
さ
れ
、

途
中
か
ら
予
報
と
通
信
の
二
班
に
分
け
ら
れ
、
私
は
予
報
班
に

入
っ
た
。
宿
題
も
あ
っ
た
が
、
測
候
技
術
官
養
成
所
受
験
に
備

え
て
、
数
学
の
勉
強
を
し
た
り
、
岡
田
博
士
の
気
象
学
を
買
っ

て
読
ん
だ
り
も
し
た
。
教
官
は
甲
幹
二
期
終
了
の
少
尉
で
、
助

教
と
し
て
乙
幹
一
期
終
了
後
気
象
部
付
と
な
っ
た
候
補
生
及
び

第
二
課
の
雇
員
が
直
接
間
接
に
私
達
の
教
育
や
日
課
予
定
や
生

活
面
で
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。

昼
食
は
勿
論
部
内
の
食
堂
で
食
べ
た
が
、
食
糧
は
切
符
制
に

な
っ
て
お
り
、
朝
・
夕
食
は
指
定
の
食
堂
な
ら
ば
伝
票
で
食
べ

る
こ
と
が
出
来
た
。
日
曜
日
に
新
宿
ま
で
遊
び
に
出
た
が
、
金

が
な
く
な
っ
て
食
事
の
た
め
に
指
定
食
堂
ま
で
帰
っ
て
来
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

基
礎
教
育
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
第
一
回
の
野
外
演
習

が
千
葉
県
九
十
九
里
浜
の
飯
岡
演
習
■
舎
で
行
わ
れ
た
。
軍
服

を
貸
与
さ
れ
、
内
務
班
が
編
成
さ
れ
、
起
床
、
消
灯
総
て
兵
隊

と
同
様
な
生
活
で
、
違
う
の
は
戦
闘
訓
練
の
代
わ
り
に
、
露
場

（
気
象
観
測
を
す
る
場
所
＝
百
葉
箱
、
風
向
風
速
計
等
観
測
機

材
を
設
置
す
る
所
）
開
設
、
定
時
観
測
、
観
天
望
気
、
高
層
風

観
測
（
気
球
を
追
跡
し
て
風
向
風
速
を
測
定
す
る
）

、
ラ
ジ
オ

ゾ
ン
デ
に
よ
る
高
層
気
象
観
測
、
発
煙
筒
を
使
っ
た
逆
転
層
観

測
、

太
平
洋
を
望
ん
で
の
波
頭
計
算
等
々
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

態
度
が
太
い
と
か
、
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
と
か
で
、
夜
、
気
合
を

入
れ
ら
れ
た
者
も
数
人
い
た
。
期
間
は
一
週
間
位
だ
っ
た
ろ
う

か
は
っ
き
り
し
な
い
。

昭
和
十
六
年
七
月
七
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
気
象
部
に
行
っ

て
み
る
と
、
何
か
様
子
が
変
わ
っ
て
い
て
、
一
向
に
講
義
も
始

ま
ら
ず
、
助
教
も
顔
を
見
せ
な
い
。
午
前
中
何
も
せ
ず
講
義
室

で
が
や
が
や
言
っ
て
待
っ
て
い
る
と
。
急
に
、

「
命
令
を
伝
え
る
か
ら
集
合
」



と
、
言
わ
れ
中
庭
に
集
合
し
た
。
同
期
生
約
一
五
〇
名
中
一
〇

〇
名
近
く
が
第
二
十
五
野
戦
気
象
隊
（
以
下
「
二
五
野
気
」
と

略
記
）
配
属
を
命
ぜ
ら
れ
た
。「
二
五
野
気
」
が
何
の
た
め
に
、

何
処
に
行
く
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
。

「
下
宿
が
乱
れ
て
い
て
は
武
人
の
恥
に
な
る
か
ら
、
同
室
者

に
手
伝
っ
て
貰
っ
て
、
私
物
の
整
理
を
し
故
郷
に
送
り
返
せ
。

夕
刻
ま
で
に
は
全
員
帰
っ
て
来
い
。

」

と
言
わ
れ
、
急
遽
下
宿
の
整
理
を
し
た
の
が
娑
婆
と
の
お
別
れ

に
な
っ
た
。

気
象
部
に
帰
っ
て
み
る
と
、
正
面
本
館
前
に
天
幕
が
張
ら
れ

気
象
機
材
が
積
載
さ
れ
、
正
門
脇
の
小
テ
ン
ト
に
は
臨
時
の
受

付
が
設
け
ら
れ
、

面
会
者
の
応
対
に
当
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

東
京
近
郊
の
者
た
ち
は
近
親
者
と
の
面
会
を
許
さ
れ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
る
。
偕
行
社
の
職
員
に
寸
法
を
取
っ
て
貰
っ
て
文

官
服
の
注
文
を
し
た
。
慌
し
い
中
で
着
て
い
る
も
の
ま
で
一
切

の
私
物
は
一
ま
と
め
に
し
て
郷
里
に
送
っ
た
。
軍
服
が
支
給
さ

れ
巻
き
脚
絆
を
着
け
た
初
年
兵
姿
そ
の
ま
ま
の
軍
属
が
出
来
上

が
っ
た
。
気
象
関
係
の
書
物
や
教
科
書
は
仏
印
で
も
開
い
て
見

た
お
ぼ
え
が
あ
る
の
で
、
少
々
の
私
物
の
携
行
は
許
可
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

郷
里
に
知
ら
せ
て
も
、
山
の
中
か
ら
出
て
来
る
の
で
は
到
底

間
に
合
わ
な
い
こ
と
は
判
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
手
紙
が
着
く

頃
に
は
も
う
内
地
に
は
い
な
い
。
多
分
船
の
上
だ
ろ
う
と
い
っ

た
簡
単
な
手
紙
を
親
元
に
残
し
た
だ
け
で
心
残
り
は
な
か
っ

た
。
肉
親
と
は
幼
い
頃
か
ら
離
れ
離
れ
に
過
ご
し
て
い
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
兵
隊
で
あ
っ
た
ら
、「
祝
入
営
」
と
か「
祝

出
征
」
と
書
い
た
幟
を
立
て
村
人
た
ち
に
囲
ま
れ
晴
れ
が
ま
し

く
出
掛
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
い
さ
さ
か
寂
し
い
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
た
。

三
、
第
二
十
五
野
戦
気
象
隊
動
員
下
令

後
日
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
大
本
営
は
昭
和
十
六
年
六
月

二
十
四
日
、
南
部
仏
印
進
駐
の
た
め
、
第
二
十
五
軍
の
編
成
を

発
令
（
司
令
官
飯
田
祥
二
郎
中
将
）

、
第
七
飛
行
団
司
令
部
、

第
十
四
（
重
爆
）

、
第
十
五（
司
偵
）

、
第
二
十
七（
軽
爆
）

、

第
六
十
四
（
戦
闘
）
の
各
戦
隊
を
指
揮
下
と
し
、
多
数
の
航
空

部
隊
（
主
と
し
て
地
上
勤
務
）
を
隷
下
と
し
た
。
そ
の
中
の
一

つ
が
「
二
五
野
気
」
で
あ
っ
た
。「
二
五
野
気
」
は
基
地
の
気

象
勤
務
の
外
、
開
戦
直
後
の
中
枢
放
送
（
南
方
各
地
の
気
象
デ



ー
タ
ー
を
収
集
し
放
送
す
る
こ
と
）
と
開
戦
時
の
気
象
判
断
を

す
る
と
い
う
重
大
な
任
務
が
あ
っ
た
。
部
隊
長
は
気
象
部
の
通

信
班
長
で
あ
っ
た
三
谷
太
郎
少
佐
、

将
校
は
甲
幹
三
期
の
少
尉
、

教
育
中
の
甲
幹
四
期
の
見
習
士
官
、
下
士
官
は
乙
幹
一
期
の
教

育
を
終
了
し
た
候
補
生
が
主
力
で
、
外
に
各
航
空
教
育
隊
か
ら

転
属
に
な
っ
た
、
通
信
、
自
動
車
手
の
兵
隊
が
い
た
が
、
気
象

業
務
に
直
接
携
わ
る
者
は
私
達
教
育
半
ば
の
技
要
八
期
生
を
主

力
と
し
、
若
干
の
気
象
部
に
勤
務
中
の
技
手
と
雇
員
を
加
え
た

軍
属
で
あ
っ
た
。
二
百
数
十
名
の
一
個
中
隊
程
度
の
部
隊
で
あ

っ
た
が
、
陸
軍
気
象
部
で
編
成
（
後
に
も
先
に
も
気
象
部
で
編

成
さ
れ
た
部
隊
は
外
に
は
無
く
、
気
象
教
育
を
受
け
た
人
員
を

こ
れ
だ
け
多
数
一
度
に
投
入
し
た
部
隊
も
無
い
）
さ
れ
た
優
秀

部
隊
で
あ
っ
た
と
、
自
他
共
に
認
め
て
い
る
。

七
月
八
日
は
観
測
、
通
信
機
材
、
武
器
弾
薬
等
の
梱
包
整
理

を
し
、
秘
匿
行
動
の
た
め
夜
間
に
軍
用
列
車
に
積
載
し
た
。
小

人
数
の
部
隊
で
あ
る
が
、
十
数
輛
の
ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
部

隊
本
部
の
中
枢
業
務
用
機
材
、
展
開
す
れ
ば
独
立
行
動
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
高
層
気
象
観
測
班
を
含
む
五
個
測
候
班

分
の
機
材
（
気
象
隊
で
は
こ
れ
が
重
要
な
兵
器
で
あ
る
、
中
に

は
気
球
用
の
水
素
ボ
ン
ベ
数
十
本
も
含
ま
れ
て
い
る
）
は
三
千

梱
に
も
の
ぼ
る
大
変
な
数
で
、
専
用
の
特
別
仕
立
て
の
貨
車
を

必
要
と
し
た
。
積
載
作
業
は
将
校
、
下
士
官
は
命
令
す
る
側
に

な
る
の
で
兵
隊
の
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
の
部
隊
で
は
総
て
軍
属

の
仕
事
と
な
る
。

七
月
九
日
午
前
三
時
、
気
象
部
内
の
一
部
の
人
達
に
見
送
ら

れ
て
中
野
駅
を
出
発
し
た
。
主
要
駅
に
は
ほ
と
ん
ど
止
ま
ら
ず

悪
く
言
え
ば
コ
ソ
コ
ソ
と
宇
品
に
向
か
っ
た
。
七
月
十
日
午
前

六
時
頃
宇
品
港
に
到
着
。
機
材
を
軍
用
船
「
東
福
丸
（
五
千
六

百
ト
ン
）

」
に
積
み
込
む
仕
事
は
、
中
野
駅
に
も
増
し
て
大
変

な
仕
事
だ
。

七
月
十
二
日
、
宇
品
出
港
、
給
水
の
た
め
若
松
港
に
立
ち
寄

り
、
広
東
に
向
か
う
。
勿
論
こ
の
時
点
で
は
何
処
に
向
か
う
の

か
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
は
幹
部
以
外
に
は

知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
玄
界
灘
は
大
荒
れ
で
、
時
々
ス
ク

リ
ュ
ー
の
空
転
音
が
響
い
て
く
る
。
船
倉
は
少
し
で
も
多
く
の

人
員
が
輸
送
で
き
る
よ
う
に
、
お
蚕
を
飼
う
■
の
よ
う
な
感
じ

に
な
っ
て
お
り
、
立
ち
上
が
っ
た
り
す
れ
ば
、
い
や
と
い
う
ほ

ど
頭
を
打
つ
。
皆
船
酔
い
で
、
副
食
は
毎
回
南
瓜
ば
か
り
と
あ



っ
て
食
事
は
い
ら
な
い
と
い
う
者
が
続
出
す
る
。
比
較
的
元
気

な
も
の
が
毎
回
飯
（
め
し
）
上
げ
を
し
た
。

四
、
黄
埔
駐
留

八
日
間
の
航
海
を
終
え
七
月
二
十
日
、
南
支
那
、
広
東
の
外

港
黄
埔
港
に
到
着
し
た
。
機
材
を
揚
陸
し
、
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
に
積
載
。
兵
站
宿
舎
が
仮
住
い
と
な
る
。
三
八
式
の
騎
兵

銃
や
帯
剣
を
渡
さ
れ
、
階
級
証
だ
け
が
違
う
初
年
兵
と
な
り
、

兵
隊
と
寸
分
違
わ
ぬ
生
活
が
昭
和
十
九
年
十
月
ま
で
続
く
。
黄

埔
で
は
水
が
何
よ
り
も
大
切
で
、
漁
船
を
改
造
し
た
給
水
舟
が

台
湾
か
ら
運
ん
で
い
る
と
の
話
で
、
兵
站
の
中
庭
に
飲
料
水
用

の
ド
ラ
ム
缶
が
並
べ
ら
れ
水
盗
人
の
監
視
に
着
剣
し
た
当
番
が

付
く
程
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
占
領
下
と
は
い
え
、
治
安
は
悪
く
機
材
を
集
積
し
た

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
も
衛
兵
所
が
設
け
ら
れ
、
勤
務
に
着

く
の
は
軍
属
で
あ
っ
た
。
時
々
衛
兵
が
銃
撃
さ
れ
た
と
い
う
話

も
聞
い
た
。

七
月
二
十
七
日
待
つ
こ
と
久
し
か
っ
た
私
た
ち
は
第
二
十
五

軍
の
南
部
仏
印
平
和
進
駐
第
二
梯
団
と
し
て
「
伊
太
利
丸
」
に

乗
船
、
黄
埔
出
港
、
八
月
四
日
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
し
た
。

五
、
サ
イ
ゴ
ン
駐
屯
地

先
発
隊
に
よ
っ
て
設
営
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
デ
ン
地
区
の
駐
屯
地

に
入
っ
た
部
隊
本
部
は
、
直
ち
に
中
枢
業
務
開
始
準
備
、
展
開

測
候
班
の
編
成
に
着
手
。
高
層
気
象
観
測
班
一
、
測
候
班
三
、

サ
イ
ゴ
ン
飛
行
場
協
力
班
の
編
成
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
暑

さ
に
慣
れ
な
い
た
め
皮
膚
病
（
イ
ン
キ
ン
・
タ
ム
シ
）
に
悩
ま

さ
れ
た
。
タ
ム
シ
と
い
っ
て
も
、
物
凄
い
繁
殖
力
で
十
円
玉
位

の
も
の
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
、
腹
部
に
出

来
た
も
の
が
や
が
て
背
中
で
握
手
す
る
ほ
ど
に
大
き
く
な
り
、

高
熱
を
発
し
て
苦
し
が
る
と
い
う
代
物
で
あ
る
。
医
務
室
は
満

員
に
な
り
、
部
隊
長
も
何
度
も
見
舞
い
に
来
て
「
我
慢
し
て
頑

張
れ
よ
」
と
励
ま
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

六
、
コ
ン
ポ
ン
ト
ラ
ッ
シ
ュ
展
開

「
二
五
野
気
」
は
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
、
高

層
班
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
）

、
第
一（
コ
ン
ポ
ン
ト
ラ
ッ
シ
ュ
）

、
第

二
（
セ
ム
レ
ア
）

、
第
三（
ツ
ー
ラ
ン
）
と
飛
行
場
協
力
班
（
サ

イ
ゴ
ン
、
タ
ン
ソ
ニ
ッ
ト
飛
行
場
）
の
五
個
班
を
展
開
さ
せ
た
。

私
達
は
第
一
測
候
班
（
長
＝
見
習
士
官
一
、
下
士
官
四
、
兵

五
、
自
動
車
手
二
、
通
信
二
、
気
象
一
、
雇
員
、
計
二
十
名
）



勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
八
月
二
十
九
日
、
コ
ン
ポ
ン
ト
ラ
ッ
シ
ュ
に

到
着
。
直
ち
に
勤
務
を
開
始
し
た
。
こ
こ
の
宿
舎
は
屋
根
裏
部

屋
の
二
階
が
仮
眠
所
（
一
階
は
土
間
の
た
め
）
で
、
や
は
り
皮

膚
病
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
免
疫
が
出
来
る

の
か
三
ヵ
月
位
し
て
か
ら
は
、
さ
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
ら
ず
、
次

第
に
直
っ
て
い
っ
た
。

最
初
に
電
文
を
作
成
し
、
そ
れ
が
電
波
に
乗
っ
た
時
と
、
十

二
月
八
日
の
開
戦
の
電
文
を
解
読
し
た
時
は
、
い
さ
さ
か
緊
張

し
た
。
夜
間
勤
務
が
あ
る
の
で
、
三
交
替
で
勤
務
し
、
下
番
の

時
に
命
令
電
文
の
解
読
や
天
気
図
作
成
を
し
た
。
開
戦
後
は
特

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
撃
の
、
重
・
軽
爆
（
主
と
し
て
プ
ノ
ン
ペ

ン
よ
り
出
撃
）
援
護
の
た
め
の
戦
闘
機
隊
に
直
接
協
力
を
し
た
。

開
戦
と
同
時
に
気
象
管
制
が
敷
か
れ
分
厚
い
暗
号
乱
数
表
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
分
、
仕
事
量

が
増
加
し
た
。

こ
こ
で
、
気
象
軽
視
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
開
戦
日
の
決
定
で
あ
る
。
私
達
は
こ
の
決
定
に
は

「
二
五
野
気
」
の
長
期
予
報
が
大
い
に
役
立
っ
た
も
の
と
思
っ

て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
九
月
に
入
っ
て
中
央
気
象
台
長
藤
原
博

士
を
大
本
営
陸
軍
部
の
嘱
託
と
し
、「
サ
イ
ゴ
ン
二
五
野
気
」

に
台
湾
気
象
台
長
西
村
博
士
を
呼
ぶ
な
ど
力
を
入
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
開
戦
日
決
定
の
た
め
の
長
期
予
報
は
、

上
層
部
で
は
聞
き
置
く
程
度
に
し
か
扱
わ
れ
ず
、
十
二
月
八
日

は
気
象
隊
が
ど
う
言
お
う
と
、
動
か
し
難
い
決
定
事
項
と
な
っ

て
い
た
。
と
、
参
謀
部
付
気
象
将
校
か
ら
後
で
聞
か
さ
れ
た
。

七
、
ビ
ル
マ
進
攻

当
初
は
マ
レ
ー
進
攻
作
戦
を
容
易
に
す
る
た
め
、
タ
イ
国
に

進
駐
し
、
側
背
援
護
を
狙
っ
た
ビ
ル
マ
作
戦
も
、
マ
レ
ー
作
戦

の
予
想
外
の
進
展
に
伴
い
、
重
慶
軍
・
連
合
軍
の
撃
滅
、
援
■

ル
ー
ト
の
封
鎖
と
、
逐
次
拡
大
し
、「
二
五
野
気
」
も
仏
印
、

タ
イ
の
気
象
資
料
は
現
地
機
関
か
ら
入
手
す
る
こ
と
と
し
、
北

・
中
・
南
支
那
気
象
隊
か
ら
の
転
属
者
で
増
強
し
、
ビ
ル
マ
に

展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ン
ポ
ン
ト
ラ
ッ
シ
ュ
を
撤
収
し
た
私
達
は
、
昭
和
十
七
年

一
月
九
日
～
二
月
二
十
日
、
タ
イ
国
ラ
ン
パ
ン
に
展
開
。
そ
の

後
、
二
輛
の
ト
ラ
ッ
ク
で
タ
イ
国
西
端
ラ
ヘ
ン
↓
メ
ソ
ド
道
路

か
ら
日
本
軍
に
よ
っ
て
急
遽
開
か
れ
た
唯
一
の
ビ
ル
マ
へ
の
自

動
車
道
路
を
通
っ
て
モ
ー
ル
メ
ン
を
目
指
す
。
山
膚
を
削
り
取



っ
た
だ
け
の
道
は
極
め
て
細
く
、
一
方
通
行
の
一
車
線
、
土
埃

が
立
ち
運
転
を
一
歩
誤
れ
ば
千
尋
の
谷
底
へ
転
落
す
る
。
エ
ン

コ
で
も
す
れ
ば
後
続
車
の
た
め
に
車
は
谷
底
へ
転
が
す
以
外
に

方
法
は
無
い
。
モ
ー
ル
メ
ン
に
着
い
た
と
き
は
全
員
能
面
を
着

け
た
よ
う
に
顔
一
面
に
埃
が
溜
っ
て
い
た
。

直
ち
に
飛
行
場
に
展
開
し
た
が
、
い
ま
だ
ラ
ン
グ
ー
ン
陥
落

前
の
こ
と
で
、
街
に
は
人
影
も
な
く
、
敵
機
の
空
襲
も
あ
り
、

銃
撃
も
受
け
た
。
し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
緒
戦
の
破
竹
の
勢

い
が
あ
り
、
撤
退
時
の
よ
う
な
悲
惨
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦

友
は
さ
ら
に
ア
キ
ヤ
ブ
に
展
開
し
た
が
、
私
は
マ
ラ
リ
ア
に
罹

り
ラ
ン
グ
ー
ン
の
「
二
五
野
気
前
進
本
部
」
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
気
象
第
四
中
隊
が
ジ
ャ
ワ
か
ら
転
進
し
ビ

ル
マ
担
当
と
な
っ
た
。
こ
の
転
進
に
つ
い
て
は
、
少
佐
に
進
級

し
て
も
何
時
ま
で
も
中
隊
長
で
あ
る
こ
と
に
不
満
を
持
っ
た
隊

長
が
バ
ン
ド
ン
市
中
を
遊
び
歩
い
て
い
た
こ
と
が
上
層
部
に
知

れ
、
そ
の
た
め
の
左
遷
で
あ
る
。
と
■
さ
れ
た
。
同
じ
戦
場
で

も
「
ジ
ャ
ワ
は
天
国
、
ビ
ル
マ
は
地
獄
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
に

差
が
あ
る
地
へ
、
隊
長
の
私
的
行
為
か
ら
部
隊
移
動
が
行
わ
れ

た
と
す
れ
ば
、
二
百
数
十
名
の
部
下
こ
そ
、
い
い
面
の
皮
で
あ

る
。
勿
論
そ
れ
だ
け
で
は
無
く
、
ビ
ル
マ
戦
線
は
極
度
に
拡
大

さ
れ
、
私
達
よ
り
一
歩
先
に
ビ
ル
マ
入
り
し
た
測
候
班
は
最
前

線
の
地
上
部
隊
を
追
尾
し
（
時
に
は
地
上
部
隊
よ
り
も
前
線
に

出
て
包
囲
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
）
ミ
イ
ト
キ
ー
ナ
ま
で

前
進
し
て
い
た
。

「
二
五
野
気
」
だ
け
で
は
航
空
隊
へ
の
協
力
が
出
来
ず
、
何

等
か
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
兵
員
輸
送
の
面
等
を
考
え
れ
ば
、
ジ
ャ
ワ
か

ら
ビ
ル
マ
へ
の
転
進
が
最
良
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し

い
。
昭
和
十
七
年
九
月
、
大
東
亜
全
域
の
気
象
部
隊
を
整
理
統

合
し
て
、
気
象
連
隊
を
新
設
。
南
方
派
遣
の
気
象
隊
は
第
三
気

象
連
隊
と
な
り
、（
九
月
三
十
日
編
成
完
結
）
そ
の
展
開
地
域

は
比
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ァ
、
豪
北
地
区
の
一
部
を
除
き
、
西
は

ビ
ル
マ
か
ら
東
は
チ
モ
ー
ル
島
に
至
る
地
域
に
及
ん
だ
。
気
象

中
枢
業
務
（
主
な
も
の
は
気
象
放
送
）
は
逐
次
サ
イ
ゴ
ン
か
ら

昭
南
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
二
五
野
気
」
主
力
は
「
三
気
連
二
大
隊
」
本
部
（
ラ
ン
グ

ー
ン
）
仏
印
担
当
と
五
中
隊
（
サ
イ
ゴ
ン
）
仏
印
・
タ
イ
・
南



部
ビ
ル
マ
担
当
に
な
っ
た
。
私
は
ア
キ
ヤ
ブ
を
撤
収
し
て
、
ビ

ル
マ
最
南
端
に
展
開
す
る
、
第
五
中
隊
三
股
隊
（
旧
「
二
五
野

気
」
第
一
測
候
班
）
に
復
帰
し
た
。
ビ
ク
ト
リ
ヤ
ポ
イ
ン
ト
は

陸
の
孤
島
で
、
ラ
ン
グ
ー
ン
か
ら
海
路
で
ペ
ナ
ン
へ
、
そ
こ
か

ら
マ
レ
ー
鉄
道
で
タ
イ
国
チ
ュ
ン
ポ
ン
へ
、
さ
ら
に
ト
ラ
ッ
ク

で
パ
ク
チ
ャ
ン
ま
で
、
そ
れ
か
ら
が
大
変
だ
。
小
船
で
パ
ク
チ

ャ
ン
河
を
河
口
ま
で
下
る
し
か
道
は
な
い
。
多
く
の
機
材
と
ト

ラ
ッ
ク
を
積
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
小
舟
に
あ

の
重
い
水
素
ボ
ン
ベ
を
乗
せ
る
に
は
、
足
場
が
悪
く
て
二
人
で

運
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
。
人
間
い
ざ
と
な
れ
ば
ト
ン
デ
モ
ナ
イ

馬
鹿
力
が
出
る
も
の
だ
。
一
人
で
背
中
に
背
負
っ
て
運
ぶ
こ
と

が
出
来
た
。
小
舟
を
二
艘
つ
な
ぎ
合
わ
せ
ト
ラ
ッ
ク
を
積
み
込

み
、
今
に
も
沈
没
し
そ
う
な
舟
の
縁
に
し
が
み
つ
い
き
、
ワ
ニ

の
泳
い
で
い
る
河
を
下
る
こ
と
約
八
時
間
。
や
っ
と
の
思
い
で

ビ
ク
ト
リ
ヤ
ポ
イ
ン
ト
の
桟
橋
に
着
い
た
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
時
、
雨
に
打
た
れ
通
し
だ
っ
た
の
が
た
た

っ
て
今
度
は
中
耳
炎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
達
の
勤
務
す
る

飛
行
場
は
港
の
部
落
か
ら
四
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
所
に
あ
り
、
警

備
隊
の
医
務
室
は
港
に
あ
っ
た
の
で
、
二
～
三
回
ビ
ル
マ
で
押

収
し
た
隊
長
用
の
オ
ー
ス
チ
ン
で
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
っ
た

が
、
ど
う
に
も
目
が
回
る
の
で
、
部
落
の
現
地
人
の
医
者
の
所

へ
半
月
程
入
院
し
た
。

八
、
サ
イ
ゴ
ン
中
隊
本
部

昭
和
十
八
年
四
月
、

一
年
八
ヵ
月
ぶ
り
に
出
先
勤
務
を
終
え
、

進
駐
当
初
の
駐
屯
地
サ
イ
ゴ
ン
に
復
帰
し
た
。
連
隊
が
出
来
、

本
部
業
務
は
昭
南
に
移
さ
れ
て
も
、「
二
五
野
気
本
部
」
が
中

枢
業
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
と
、
仏
印
、
タ
イ
の
気
象
資
料
収

集
の
業
務
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
他
の
中
隊
本
部
よ
り
業
務
が

多
か
っ
た
。
私
は
統
計
班
勤
務
（
過
去
の
気
象
資
料
を
整
理
し

た
り
、
気
象
月
報
を
発
行
す
る
）
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
僅
か

四
名
で
、
毎
日
ガ
リ
版
印
刷
を
し
て
、
製
本
を
す
る
と
い
う
事

務
的
な
仕
事
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
習
得
し
た
三
角
定
規
を
使
っ

て
の
孔
版
技
術
の
習
得
は
復
員
後
も
大
変
役
立
っ
た
。

長
く
続
い
た
夜
間
勤
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
昼
間
の
み
の
勤
務

と
な
っ
た
が
、
そ
の
分
、
使
役
集
合
、
飯
上
げ
集
合
、
衛
兵
勤

務
と
私
達
に
と
っ
て
は
雑
用
が
多
く
な
っ
た
。
兵
隊
の
長
期
勤

務
者
は
除
隊
の
た
め
、
連
隊
本
部
に
集
結
し
内
地
に
帰
還
し
た
。

代
わ
っ
て
中
枢
業
務
の
た
め
の
軍
属
と
展
開
班
に
補
充
す
る
た



め
の
兵
員
が
内
地
か
ら
補
充
さ
れ
た
。
私
達
大
正
十
一
年
生
ま

れ
の
も
の
は
、
願
い
も
し
な
い
の
に
、
徴
兵
延
期
願
を
書
か
さ

れ
内
地
帰
還
は
夢
と
終
わ
っ
た
。
内
地
出
発
直
前
に
注
文
し
た

文
官
服
が
届
い
て
お
り
、
外
出
時
に
は
着
用
が
許
さ
れ
た
。
長

靴
は
タ
イ
国
ラ
ン
パ
ン
で
仕
入
れ
て
来
た
が
、
軍
刀
は
無
い
の

で
仲
間
の
も
の
を
借
用
し
て
得
意
に
な
っ
て
い
た
。
夕
方
帰
隊

す
る
と
、
内
地
か
ら
来
た
ば
か
り
の
兵
隊
が
敬
礼
を
し
て
く
れ

た
が
、
古
参
兵
に
教
え
ら
れ
翌
日
か
ら
は
し
な
く
な
っ
た
。
俺

達
だ
っ
て
少
な
く
と
も
二
年
以
上
は
古
参
な
の
だ
ぞ
と
少
々
腹

立
た
し
く
思
っ
た
。

九
、
連
隊
本
部
勤
務
隊

昭
和
十
九
年
一
月
、
兵
員
の
除
隊
、
補
充
、
連
隊
内
の
改
編

等
が
あ
り
、
動
員
当
時
か
ら
の
軍
属
の
ほ
と
ん
ど
（
前
線
勤
務

の
た
め
遅
れ
た
者
も
い
る
）
が
、
連
隊
本
部
勤
務
隊
付
（
昭
南

勤
務
）
に
な
っ
た
。
善
意
に
解
釈
す
れ
ば
、
兵
隊
を
前
線
へ
軍

属
は
後
方
勤
務
に
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
悪
く
考
え
れ
ば
早

く
兵
隊
に
し
て
、
再
び
前
線
へ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
初
年
兵

と
し
て
入
営
さ
せ
る
準
備
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
に
入
る
と
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
当

連
隊
第
四
中
隊
か
ら
も
二
つ
の
挺
進
測
候
班
が
編
成
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
コ
ヒ
マ
、
イ
ン
パ
ー
ル
に
向
か
っ
た
。
大
変
な
苦
労
が

待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
月
の
メ
イ
ミ
ョ
ー
軍
司
令
部

に
お
け
る
第
十
五
軍
、
三
十
三
軍
の
最
終
合
同
作
戦
会
議
で
気

象
隊
は
、

「
本
年
の
ビ
ル
マ
方
面
の
雨
季
は
例
年
よ
り
早
く
河
川
の
水

量
が
急
増
す
る
の
で
、
兵
員
、
物
資
、
弾
薬
を
速
や
か
に
チ
ン

ド
ウ
イ
ン
河
以
西
に
搬
出
す
る
よ
う
」

具
申
し
た
が
、
い
ら
ん
こ
と
を
言
う
な
と
ば
か
り
辻
参
謀
に
一

蹴
さ
れ
た
。
気
象
隊
の
者
は
皆
、
数
万
の
将
兵
の
犠
牲
を
伴
っ

た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
、
軍
司
令
官
、
地
上
軍
幹
部
の
気
象
軽

視
、
ビ
ル
マ
の
雨
季
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
が
悲
惨
な
結
果
を

招
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。

昭
南
に
は
八
日
市
で
速
成
教
育
を
受
け
た
、
若
い
軍
属
が
二

〇
〇
名
近
く
到
着
し
て
い
た
。
広
大
な
守
備
範
囲
に
対
す
る
対

策
と
し
て
、
連
隊
長
の
要
請
に
応
じ
て
急
遽
内
地
か
ら
送
り
込

ま
れ
た
者
達
で
あ
り
、
私
達
と
交
替
に
ラ
ン
グ
ー
ン
、
サ
イ
ゴ

ン
に
送
ら
れ
た
。

そ
れ
で
も
、「軍
隊
は
運
隊
」

と
言
わ
れ
、「三

気
連
」
に
配
属
さ
れ
た
者
は
ま
だ
幸
運
で
あ
っ
た
。
彼
等
と
同



時
に
比
島
に
送
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
戦
死
し
て
い
る
。
連

隊
改
編
に
伴
い
マ
レ
ー
半
島
ス
ン
ゲ
イ
パ
タ
ニ
か
ら
ス
マ
ト
ラ

転
進
の
命
を
受
け
た
第
一
中
隊
内
藤
小
隊
は
海
上
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
船
、
二
月
二
十
八
日
ベ
ラ
湾
に
向
か
う
途
中
、
敵
潜
水
艦
の

攻
撃
を
受
け
戦
死
者
、
戦
傷
十
数
名
を
出
し
、
続
く
二
十
九
日

に
再
び
魚
雷
攻
撃
を
受
け
全
員
戦
死
し
た
。

昭
南
で
は
、
入
営
予
定
者
は
特
別
な
内
務
班
に
入
れ
ら
れ
、

軍
人
勅
諭
の
暗
記
等
入
営
準
備
教
育
が
行
わ
れ
た
。
勤
務
は
二

交
替
制
で
、
気
象
報
解
読
の
た
め
の
乱
数
書
き
出
し
を
主
に
、

天
気
図
記
入
、
将
校
が
作
成
し
た
天
気
図
の
清
書
、
印
刷
等
で

あ
っ
た
。
来
る
日
も
来
る
日
も
乱
数
ば
か
り
読
ん
で
い
る
の
で
、

寝
言
に
大
き
な
声
で
乱
数
を
読
む
者
も
い
た
。
八
月
三
日
に
は

ビ
ル
マ
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
小
隊
が
守
備
隊
と
行
動
を
共
に
し
全

員
玉
砕
し
た
。

十
、
現
地
入
営

昭
和
十
九
年
十
月
一
日
、
や
っ
と
の
こ
と
で
陸
軍
雇
員
（
判

任
官
待
遇
）

、
営
外
居
住
と
な
っ
た
。
三
年
余
に
及
ぶ
外
地
勤

務
者
へ
の
軍
の
せ
め
て
も
の
罪
滅
ぼ
し
と
い
っ
た
感
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
僅
か
十
日
間
で
終
わ
り
、
惨
め
な
初
年

兵
教
育
が
待
っ
て
い
た
。
十
月
十
日
、
今
ま
で
は
扱
い
は
最
下

級
で
も
メ
ン
コ
の
数
で
威
張
っ
て
い
た
私
達
も
、
初
年
兵
と
な

っ
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
な
ま
じ
同
じ
部
隊
で
あ
る
こ
と

が
気
持
ち
の
切
り
替
え
に
災
い
し
、
何
と
哀
れ
な
こ
と
か
と
い

う
思
い
ば
か
り
が
先
に
立
っ
た
。

教
官
は
歩
兵
予
備
士
官
学
校
で
島
嶼
守
備
隊
長
に
な
る
た
め

の
特
訓
を
受
け
た
見
習
士
官
で
、
い
ざ
南
方
に
来
て
み
た
ら
、

守
備
す
べ
き
島
は
既
に
な
く
、
思
い
も
か
け
ず
気
象
隊
に
配
属

に
な
り
、
書
い
た
こ
と
な
ど
無
い
天
気
図
を
書
か
さ
れ
、
雇
員

に
笑
わ
れ
て
い
た
矢
先
、

オ
ハ
コ
の
軍
事
教
練
の
教
育
で
あ
る
。

班
付
は
（
全
員
で
は
な
く
中
に
は
大
変
人
間
味
■
れ
る
人
も
い

た
が
）
軍
隊
大
好
き
の
下
士
候
上
が
り
上
等
兵
は
、
こ
ん
な
民

間
人
の
集
団
の
よ
う
な
部
隊
は
快
く
思
っ
て
い
な
い
。
皆
ん
な

水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
張
り
切
っ
て
シ
ゴ
い
て
く
れ
た
。

■（
柱

に
し
が
み
つ
い
て
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
と
い
う
）
、
鶯
の
谷
渡
り
（
長

椅
子
間
の
腕
立
て
伏
せ
）

、
各
班
回
り（
ど
う
し
て
気
合
を
入

れ
ら
れ
て
い
る
の
か
大
き
な
声
で
申
告
し
て
回
る
）
等
一
通
り

の
教
育
は
し
て
貰
っ
た
。
救
い
は
、
そ
ん
な
教
育
が
僅
か
二
十

日
そ
こ
そ
こ
で
済
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。



前
線
で
は
猫
の
手
も
借
り
た
い
程
初
年
兵
の
到
着
を
待
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
悪
い
こ
と
に
幹
部
候
補
生
の
試
験
を
受
け
て

し
ま
っ
た
。
幹
候
教
育
が
始
ま
っ
た
が
も
う
気
象
教
育
な
ど
と

言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
戦
況
で
、
戦
闘
訓
練
や
無
線
室
用
の
防

空
壕
堀
り
を
や
ら
さ
れ
た
。
教
官
は
ガ
ス
が
得
意
で
演
習
で
少

し
ヘ
マ
を
す
る
と
、
す
ぐ
防
毒
面
を
着
け
た
駈
け
足
を
や
ら
さ

れ
た
。
匍
匐
前
進
の
時
に
は
大
き
な
黒
蟻
に
刺
さ
れ
る
の
で
た

ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
二
十
年
四
月
一
日
に
は
上
等
兵
の
階
級
に
進
み
幹

候
に
採
用
さ
れ
、
五
月
二
十
日
に
は
甲
幹
に
な
っ
た
。
八
月
一

日
に
は
軍
曹
の
階
級
に
進
み
中
隊
配
属
も
決
ま
っ
て
い
て
、
間

も
な
く
見
習
士
官
に
な
ろ
う
と
い
う
時
に
終
戦
を
迎
え
た
。

十
一
、
戦
争
終
結
か
ら
復
員
ま
で

八
月
十
五
日
の
陛
下
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
混
信
が
多
く
ほ
と
ん

ど
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
が
、
ひ
そ
か
に
極
秘
情
報
や
カ
ル
カ
ッ

タ
放
送
等
を
受
信
し
て
い
る
者
の
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
敗

戦
は
了
解
出
来
た
。
直
ち
に
終
戦
の
事
務
処
理
が
開
始
さ
れ
、

八
月
二
十
三
日
、
連
隊
本
部
、
本
部
勤
務
隊
、
材
料
■
の
約
四

〇
〇
名
は
残
留
、
申
し
送
り
要
員
（
約
四
〇
名
）
を
除
い
て
二

十
四
日
午
後
十
二
時
ま
で
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
か
ら
退
去
す
る

よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
、
当
分
の
間
の
食
糧
、
医
薬
品
等
最
小
限
の

荷
物
を
リ
ヤ
カ
ー
や
荷
車
に
積
み
、
徒
歩
行
軍
で
ジ
ョ
ホ
ー
ル

橋
を
渡
っ
た
。
道
路
わ
き
の
ゴ
ム
林
で
野
営
し
て
は
さ
ま
よ
え

る
羊
の
よ
う
に
マ
レ
ー
半
島
を
北
上
し
た
。

九
月
十
一
日
、
や
っ
と
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
ジ
ョ
ロ
ト
ン
に
到
着
、

ゴ
ム
林
を
臨
時
駐
屯
地
と
す
る
バ
ラ
ッ
ク
の
生
活
が
二
ヵ
月
程

続
い
た
。
そ
の
間
に
多
く
の
者
が
作
業
隊
で
働
か
さ
れ
た
。
日

本
人
は
請
け
負
い
が
得
意
で
ど
れ
だ
け
の
仕
事
を
す
れ
ば
良
い

か
交
渉
す
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
仕
事
量
が
問
題
で
は
な
く
、
能

率
は
上
が
ら
な
く
て
も
決
め
ら
れ
た
時
間
は
作
業
を
し
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
暑
い
飛
行
場
で
一
日
中
草
取
り
を
さ
せ
ら

れ
て
参
っ
た
。
巡
察
が
来
た
ら
知
ら
せ
る
か
ら
草
な
ど
取
ら
な

く
て
も
そ
こ
に
し
ゃ
が
ん
で
お
れ
、
合
図
を
し
た
ら
草
取
り
を

す
れ
ば
い
い
。
と
言
っ
た
案
配
で
、
監
視
は
イ
ン
ド
兵
で
あ
っ

た
。ク

ル
ア
ン
の
英
印
軍
の
検
問
場
で
十
一
月
二
十
四
日
に
検
査

を
受
け
た
。
検
査
に
先
立
っ
て
写
真
、
手
紙
、
日
記
類
、
貴
重

品
な
ど
を
持
っ
て
い
る
と
戦
犯
の
疑
い
を
掛
け
ら
れ
全
員
が
迷



惑
す
る
か
ら
、
全
部
焼
却
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
全
部
焼
き
捨

て
た
。
タ
イ
国
で
仕
入
れ
た
象
牙
の
印
材
や
鼈
甲
等
も
穴
を
掘

っ
て
埋
め
た
。
そ
れ
で
も
時
計
や
私
物
位
は
と
持
っ
て
い
た
者

も
検
問
場
の
道
路
の
両
側
で
巡
視
し
て
い
た
英
印
軍
に
取
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
連
隊
長
は
戦
犯
の
疑
い
を
掛
け
ら
れ
留
め
置
き

に
な
っ
た
。

二
十
年
十
一
月
二
十
五
日
、

ケ
ッ
ペ
ル
ハ
ー
バ
ー
か
ら
乗
船
、

無
人
の
島
レ
ン
パ
ン
島
に
運
ば
れ
た
。
全
く
の
島
流
し
で
あ
る
。

押
し
て
切
る
鋸
と
軍
刀
を
折
っ
た
代
用
品
の
鉈
で
住
居
を
作

り
、
食
糧
を
貰
い
に
行
く
た
め
に
道
を
造
り
、
病
院
を
建
て
一

日
分
の
食
糧
を
三
日
で
食
べ
る
た
め
腹
を
す
か
し
、
栄
養
失
調

の
た
め
足
は
上
が
ら
ず
、
つ
い
に
は
死
者
ま
で
出
て
し
ま
う
生

活
が
六
ヵ
月
続
き
、
食
糧
自
給
の
た
め
に
畑
を
開
い
て
植
え
た

タ
ピ
オ
カ
が
も
う
じ
き
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
時
に
待
ち
に
待
っ

た
復
員
の
日
が
来
た
。
五
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

五
月
十
八
日
、
名
古
屋
港
に
上
陸
。
十
九
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

故
郷
に
向
か
っ
た
。

〔
終
わ
り
に
〕

開
戦
前
か
ら
終
戦
後
ま
で
五
年
に
及
ぶ
外
地
勤
務
は
一
体
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
国
の
た
め
と
一
途
に
信
じ
、
青
春
の

熱
い
血
を
た
ぎ
ら
せ
て
、
精
一
杯
生
き
て
来
た
。
一
生
の
仕
事

に
し
よ
う
と
思
っ
た
気
象
の
仕
事
も
復
員
者
が
■
れ
、
私
達
の

よ
う
な
下
級
技
術
者
は
気
象
台
で
は
使
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

大
事
な
青
春
時
代
を
無
為
に
過
ご
し
、
何
と
無
く
中
途
半
端
な

一
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

【
解

説
】

南
部
仏
印
進
駐
に
先
だ
ち
、
昭
和
十
六
年
六
月
二
十
四
日
、

第
二
十
五
軍
が
編
成
さ
れ
た
が
、
第
二
十
五
野
戦
気
象
隊
は
七

月
七
日
動
員
下
令
さ
れ
、
第
二
十
五
軍
隷
下
航
空
部
隊
の
戦
闘

列
に
加
わ
っ
た
。
部
隊
長
は
陸
軍
少
佐
三
谷
太
郎
、
総
員
二
一

六
名
で
あ
っ
た
。

第
二
十
五
野
戦
気
象
隊
の
作
命
第
一
号
は
広
東
省
黄
埔
に
於

い
て
下
さ
れ
、
八
月
七
日
黄
埔
出
港
、
十
一
月
仏
印
サ
イ
ゴ
ン

に
上
陸
し
た
。
以
来
、
南
方
兵
要
気
象
資
料
の
収
集
に
努
め
、

か
つ
戦
力
の
補
強
を
は
か
っ
た
。

開
戦
日
の
決
定
は
長
期
気
象
予
報
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
十
一
月
、
大
本
営
は
南
方
軍
（
五
日
令
甲
第
七
九
号
に
よ

り
編
成
）
に
対
し
十
二
月
上
旬
、



「
航
空
撃
滅
作
戦
に
適
す
る
開
戦
日
を
選
定
し
意
見
具
申
す

る
こ
と
。
併
せ
て
陸
軍
気
象
部
、
中
央
気
象
台
、
台
湾
総
督
府

気
象
台
の
協
力
を
受
け
て
処
置
す
る
こ
と
」

と
の
指
示
あ
り
、
南
方
軍
に
課
せ
ら
れ
た
気
象
判
断
は
極
め
て

重
大
な
責
務
と
な
っ
た
。

台
湾
総
督
府
気
象
台
長
西
村
博
士
は
サ
イ
ゴ
ン
に
進
出
し
、

日
下
部
少
佐
と
共
に
長
期
予
報
の
作
成
に
従
事
し
た
。
そ
の
結

果
、
マ
レ
ー
東
岸
陸
上
予
報
・
同
海
上
予
報
が
出
さ
れ
、
そ
の

予
報
か
ら
す
れ
ば
、
七
日
が
最
適
で
あ
り
、
八
日
の
午
後
天
候

悪
化
、
九
日
最
も
悪
く
、
十
日
か
ら
回
復
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
週
間
先
の
予
報
故
、
絶
対
視
す
る
に
は

根
拠
薄
弱
で
あ
る
と
の
理
由
で

「
天
候
の
関
係
よ
り
す
れ
ば
一
日
繰
り
上
げ
を
最
も
可
と
す

る
も
、
予
定
日
（
八
日
）
で
も
可
な
り
。

」

と
い
う
意
見
を
ま
と
め
、
夕
刻
参
謀
総
長
の
名
を
も
っ
て
関
係

方
面
に
打
電
し
た
。

十
二
月
二
日
一
四
・
〇
〇
、
参
謀
総
長
は
南
方
軍
に
対
し
軍

機
電
報
を
発
し
、
第
三
飛
行
集
団
は
正
式
に
、
開
戦
は
十
二
月

八
日
と
い
う
南
方
軍
の
命
令
を
受
領
し
た
。
昭
和
十
七
年
一
月

七
日
、

「
二
五
野
気
」
は
集
団
気
象
隊
長
の
指
揮
を
脱
し
、
南
方
軍
直

轄
部
隊
と
し
て
、
第
十
五
軍
の
作
戦
区
域
担
当
と
な
り
広
範
な

ビ
ル
マ
戦
線
に
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

加
藤
隼
戦
闘
隊
長
は
「
気
象
班
の
予
報
は
的
確
で
あ
っ
た
。

所
属
隊
員
に
ご
苦
労
で
あ
っ
た
と
伝
え
よ
」
と
伝
言
さ
れ
た
と

い
う
。

昭
和
十
七
年
九
月
、
大
東
亜
全
域
の
気
象
部
隊
を
整
理
統
合

し
次
の
気
象
連
隊
を
新
設
し
た
。

第
二
気
象
連
隊
（
満
州
　
関
東
軍
気
象
隊
、
野
戦
気
象
第
五

大
隊
、
気
球
中
隊
）

第
三
気
象
連
隊
（
南
方
　
野
戦
気
象
第
一
大
隊
本
部
、
同
第

一
、
第
二
、
第
四
中
隊
及
び
第
二
五
野
戦
気
象
隊
）

第
二
二
野
戦
気
象
隊
（
比
島
　
野
戦
気
象
第
二
大
隊
本
部
及

同
第
三
中
隊
）

第
四
気
象
連
隊
―
他
方
面
よ
り
一
年
余
遅
れ
十
九
年
二
月
改

編
―
（
支
那
　
支
那
派
遣
軍
気
象
隊
）

連
隊
本
部
の
職
能
及
業
務
区
分

歩
兵
連
隊
と
は
異
な
り
本
部
は
通
常
兵
站
地
に
所
在
す
る
。



主
な
任
務
　
直
属
す
る
航
空
軍
に
対
し
気
象
上
の
意
見
具

申
、
司
令
部
命
令
に
対
し
連
隊
と
し
て
そ
の
作
命
の
発
令
、

傘
下
大
・
中
隊
へ
の
伝
達
指
示
及
司
令
部
へ
の
直
接
協

力
。

所
在
航
空
及
び
地
上
諸
部
隊
へ
の
直
接
協
力
、
近
接
す
る

野
戦
気
象
隊
、
航
空
路
部
、
船
舶
部
隊
へ
の
協
力
と
近
接

飛
行
場
群
へ
の
協
力
班
派
遣
、
気
象
中
枢
業
務
、
総
合
気

象
報
の
送
受
信
、
放
送
、
直
轄
勤
務
隊
の
編
成
及
び
指
揮

…
…
等
々
多
岐
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
の
三
気
連
展
開
概
要
は
次
で
あ
る
。

『
第
一
大
隊
本
部
ス
マ
ト
ラ
パ
レ
ン
バ
ン

第
一
中
隊
本
部
同
メ
ダ
ン

第
二
中
隊
ジ
ャ
ワ
、
バ
ン
ド
ン

連
隊
本
部
・
材
料
■
・
第
三
中
隊
昭
南

第
四
中
隊
ビ
ル
マ
、
ミ
ヨ
ー

第
二
大
隊
、
第
六
中
隊
ビ
ル
マ
ラ
ン
グ
ー
ン

第
五
中
隊
本
部
、
飛
行
場
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
』

昭
和
二
十
年
八
月
、

第
一
中
隊
海
南
島
、
第
二
大
隊
、
第
五
中
隊
バ
ン
コ
ッ

ク第
四
中
隊
タ
イ
↓
仏
印
、
第
一
大
隊
仏
印
プ
ノ
ン
ペ
ン

第
二
中
隊
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
、
第
三
中
隊
ボ
ル
ネ
オ
ク
チ

ン第
二
大
隊
第
六
中
隊
展
開
予
定
馬
来
イ
ポ
ー

特
別
第
七
中
隊
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

第
一
四
野
戦
気
象
隊
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ

復
員
昭
和
二
十
一
年
二
月
～
七
月
一
日
。




